






























































　　　教師　：はい ,月曜日です .　　 　　 Evaluation（評価）


























































01 I  T1：はいG1さん，G9さんはどうしてけがをしたんですか :↓ :
02 R●G1：自転車の :
03　→T1：自転車 :（1.4）((T1 左手をお腹の前に出し，右手をその上にかぶせる: 図１))
04　⇒T1：で((T1 右手を左手の下に置く))
05　  T1：＞自 [ 転゜車で ＜゜
－ 34 － － 35 －
富山大学人文学部紀要 日本語教師が日本語学習者に訂正を求める技術
06　◎G1：       [自転車で :
07　◆G8：((G8，T1に視線を向けて)) で ,壊れました . ((T1 右手を２度左手にかぶせる))
08　◎G1：転倒しました。
09　　T1：はい . ((T1 手でG8を指す))
10　　T1：え :と::, ((T1 再度手でG8を指す))
11　☆T1：転倒しました . ((T1 手を開いて全体に向けて２度示す))
12　　T1：難しい漢字の言葉いいです . 















































01 I  T2：はいで ,え :とブーツを:: 
02 R●L2：履けている　　　                                      
　　→ 　　 ((T2 頬に手を当て笑ってL2のあたりを見る))
03　◆L6：             　   [履 [けて　　　　　
04　◆L8：              　  [履 [けて               
05　◆L4：              　         [（は　て）
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    　　　　          ((T2 手でL4のあたりを指して，頷き始める))
10　◎L6：>履いて ,履いて<
　　　　　  ((T2 頷いている　　
11　　T2：そうそう .[はいはい ,＜ブーツを [履いて :いま :す .＞
　　　　   　      T2 頷き終わる ))　　　 ((T2 指していた手を下ろす))
12　◎L2：    　　        [>履いている＜   　      [履いて ::いる
13　◎L4：  　　　　　                                      [履いている
14　◎L6：            　　　　　                            [履いている
15　◎L8：              　　　　　                          [履いてい（ます）



































01　　T1  ：はい ,その次は:: ？ (.)え::と .
02　　G3  ：（年上 [　]）
03  I　 T1  ：   　           [反対
04 R●G8：としの ,とし [の下
05　⇒G2  ：                  　   [年下？((G2 言い終わってT1 をちらっと見る))
06　　 T1   ：年下 .
07　　G3  ：年下
08　◎G8  ：年下











































































01　　T1  ：はい ,その次は:: ？ (.)え::と .
02　　G3  ：（年上 [　]）
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03  I 　 T1：   　     [反対
04 R●G8：としの ,とし [の下
05　⇒G2  ：      　               [年下？((G2 言い終わってT1 をちらっと見る))
06　　T1    ：年下 .
07　　G3  ：年下
08　◎G8  ：年下
09　☆T1  ：年下 . 











  [  → 複数の発話者の音声が重なり始めている箇所
 （    ） → 聞き取り困難
 （m．n） → m．n秒の沈黙
 （．） → 0.2秒以下の短い沈黙
   ： → 音声の引き延ばし　　
   h  → 呼気音
   .h  → 吸気音
       → 音が大きくなっている
    ゜  ゜ → 音が小さくなっている
  ． → 語尾の音が下がって区切りがついている
  ,   → 音が少し下がって弾みがついている




＞ ＜ → 発話のスビードが速くなっている
＜ ＞ → 発話のスビードが遅くなっている
((    )) → 注記，本稿では非言語行動を記している
＊　西阪他（2008）をもとに筆者がまとめた
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山﨑けい子，研究分担者：初鹿野阿れ）の成果の一部である。
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